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（仮称）「川のおもしろ館」の利活用を求める会 

 

設 立 趣 意 書 

 

 「川のおもしろ館」は２０１３年の閉館以来、単なる資材庫として使用され、現在は冬まつり

や食べマルシェの際に使用する機材や道具等の保管場所となっています。 

 閉館までに１００万人の利用者があった実績を鑑みると、市民にとっては同館が有効に使用さ

れていない現状は憂うべきことと考えます。 

 更に同館が設置されている常磐公園は開園１００余年の歴史を持ち、日本の都市公園１００選

の一つとして旭川市民に愛され活用されてきた場所でもあります。 

 １９２４年（大正１３年）に開催された野外劇には２万人の観客を動員し、１９５０年に常磐

公園を中心に開催された北海道開発大博覧会には５０万人もの人出があったと記録されており、

まさに市民にとっての芸術文化の中心的役割を果たしてきました。 

 翻って今日の常磐公園は隆盛を極めた時代とは程遠い活用のされ方ではありますが、今まだ多

くの市民が子ども連れで訪れ、公園の象徴とも言える千鳥ケ池や春秋の美しい桜や紅葉を愛で、

夏には生い茂る緑で涼を取る人々を多く見かけます。 

 然しながら２０１３年からの改修工事で池のそばにあった昔懐かしい売店も消滅し、店のあた

りで見かけた親子が共に楽しむ情景も今では見られなくなっております。 

 このような一連のことを考えますと、今この市民の憩いの場所にかつての賑わいを取り戻し、

また旭川の街のまさに中心に位置する歴史ある常磐公園を世に知らしめることが大切であると考

えます。 

最近では外国からの訪問者も多く見られますが、公園や周辺の詳しい案内情報も十分とは言え

ず、雨が降っても避難する場所もないため、来園者がゆっくり座ってお茶や食事を楽しむ場所も

強く求められております。 

 このような諸事情を思うにつけ、「川のおもしろ館」が再び利用されることによる価値は多大

なものと考えます。 

旭川市中央図書館、旭川市公会堂、旧青少年科学館を再利用しての文学資料館を含む常磐館、

それらに囲まれて出番を待っているばかりの「川のおもしろ館」が再生され、常磐公園を訪れる

市民や観光客に旭川が誇る常磐公園の詳しい案内情報を供給し、休息や食事などを提供できれ

ば、必ずやかつての賑わいを取り戻すことができると確信するものです。 

加えて「川のおもしろ館」内の他のスペースも、市民が文化芸術の向上と発展のために使うこ

とができるようにすることによって、７条緑道周辺の賑わいづくりとも相まって、旭川市のめざ

す文化芸術ゾーンの形成に資することができるものと考えます。 

そして、文化芸術ゾーンの豊かな発展は、次世代を担う若者たちに対する大切なメッセージで

あり、未来への希望につながるものと確信します。 

以上の通り、私たち市民の有志である「川のおもしろ館」の利活用を求める会は、旭川市に対

して「川のおもしろ館」の利活用の実現を求め、市民の文化芸術活動の発展に寄与する様々な活

動を行うものです。 






